
 

平成２９年度 東北地方ダム管理フォローアップ委員会 

議事概要 

 

開催日時：平成 30 年 3 月 9日 

開催場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM 仙台東口 10F ホール 10A 

 

 

議題：（１）玉川ダム定期報告書（案） 

指摘事項 

○ 地元の方々との信頼関係を築きつつ、地元の人が水に接する機会を設ける等の水環境を守る取組を推

進されたい。 

○ これまでに蓄積した洪水調節データを解析し、治水容量を有効活用した運用方法について検討された

い。 

○ 田沢湖に魚が棲めるようになったのは中和処理の成果であり、玉川ダムの効果と評価できる。今後も

中和処理施設及び玉川ダムの適切な運用と管理を継続して実施されたい。 
 
 
議題：（２）七ヶ宿ダム定期報告書（案） 

指摘事項 

○ 負荷源は下水処理場からの放流水のみであるので、下流河川の窒素（T-N）、リン（T-P）も調査して

おくと良い。 

○ 特定外来生物・コクチバスについては今後も調査を継続すると良い。 

○ 水源地域ビジョンについては、ＮＰＯ主体でよい活動が実施されている。 

 

 

議題：（３）三春ダム定期報告書（案） 

指摘事項 

○ ダム利用者のアンケート結果では満足度が高いが、不満と回答した方の意見も重要なので要因を調査、

分析し、今後の地域支援に利用されると良い。 

○ 水質保全対策施設の流入水バイパス管の効果については、当初想定した効果と現状を比較検証された

い。 

 
 
各ダム（玉川・七ヶ宿・三春）共通 

指摘事項 

○ 利水補給について流域外へ供給しているダムの効果については、個別のダムでの判断ではなく関連す

るダムについて広域的な判断ができるようにすると良い。 

○ 植生図の作成範囲はマニュアルでの基準を明記しておくこと。 


